令和５年度　北区地域保健推進協議会　摘録
日　時：令和５年９月１２日（火）午後２時～３時３０分
場　所：北区役所西庁舎２階　講堂
出　席：委員１０名（欠席９名うち委任状提出４名）
　　　　事務局（川妻北区長、赤木保健福祉センター長、和田子どもはぐくみ室長、四元健康長寿推進課長、永井健康長寿推進課担当課長、河内障害保健福祉課長、近藤子どもはぐくみ課長、阿部保健福祉局健康長寿のまち・京都推進室健康長寿企画課担当課長、有原保健福祉局医療衛生推進室医療衛生企画課担当係長、藤井地域支援係長、天野地域支援担当）
（司会）　四元健康長寿推進課長
１　川妻北区長挨拶
２　委員自己紹介
　　事務局より本会の出席人数について報告

　　出席が過半数を超えており、会議が成立していることを確認
　　事務局職員紹介
　　地域保健推進協議会について
３　議題・報告
（１）部会長、副部会長の選出について
　　　　部会長　　西陣医師会長　田中委員
　　　　副部会長　北医師会長　　小仲委員

（２）北区役所保健福祉センターの取組について
（説明  永井健康長寿推進課担当課長、河内障害保健福祉課長、
近藤子どもはぐくみ課長）
　　　
　（３）意見交換
　　　　保健福祉センターの取組に対する意見、新型コロナウイルス感染症が５類へ移行した後の各方面での課題や取組について
（委員）
フレイル予防（運動・栄養・歯科・社会参加）は重要であり、様々な取組を今後もぜひ進めてほしい。
この夏はコロナ感染者が多かったが、重症者が少なかったことは幸いだった。高齢者は体調が悪いと栄養や水分を摂取しにくく、また独居の方も多い。高齢者のコロナ感染については今後も注意が必要である。
（委員）
視覚障害者の外出時のヘルパーについて、どのようにして御本人がサービスを知り得て、アクセスすることができるのか。また、介護保険サービスのヘルパーとの違いはあるのか。利用者の状態により、障害福祉サービスと介護保険サービスの使い分けやつながりを持たせることは大切である。（＊）
　京都市内で外国籍市民が増え、言葉の問題を抱えておられる方も多いのではないか。自身の診療所にも、外国籍市民が国民健康保険証を持参されるが、制度についてどれ位理解されているのだろうか、と日頃から感じている。また、外国籍市民に対して、予防接種の広報は徹底できているのだろうか。
　
（＊）事務局からの回答
　視覚障害者の方の外出サポートとしては、ガイドヘルパーによる同行支援を御利用いただける。
　障害福祉施策について知る機会としては、手帳の交付時に障害保健福祉課がお知らせしているほか、視覚障害のある方が使いやすい日常生活用具を御紹介しているライトハウス等の関係機関が、障害福祉サービスについて施設利用者へお知らせし、区役所への相談を御案内いただくこともある。
　障害が重度になったものの、サービスについて知識がなく御本人がお困りである場合は、近くの家族やケアマネ、障害者支援事業所と連携をとりながら、サービスを調整している。また介護保険のサービスでは時間が足りなくなる場合は、別の障害福祉サービスを利用できる。介護保険のサービスではまかなえないサービスについて、ケアマネが相談を承ることもある。こういった御相談を障害保健福祉課で多く受け付けている。
　

（委員）
先日、北歯科医師会は４年ぶりに対面で「歯のひろば」を開催した。御協力いただきありがたく思う。
オーラルフレイル予防には、口腔ケアが非常に大切である。中には、歯が丈夫で、高齢になり少し歯が欠けても問題のない人もおられるが、高齢になると、あっという間に歯がボロボロになってしまうことが多い。歯科医師は歯の修復はできるが、日ごろの口腔ケアに勝るものはない。口腔ケアの大切さについて、啓発が重要である。
　
（委員）
　　北区地域介護予防推進センターでは、京都市から委託を受けて、６５歳以上の方を対象として様々なアプローチを行っている。京都市からはエビデンスのある事業を求められるため、運動系の事業が多くなっているが、個人としては、フレイル予防には社会参加が非常に重要であると考えている。元気な高齢者は、運動で足腰を鍛えて元気を維持したいと考える方が多く、市民サポーターとして協力してくださる方も多い。地域介護予防推進センターとしては、職員の人数が限られる中、センターはきっかけを作り、活動を活性化するのは地域の方々、また高齢者の横のつながりであると考えている。横のつながりを大切にしたい。
　　　公園で体操していると、大学生が体操の終わるのを遠巻きに待っておられることがあり、一緒に参加していただけたらと思う。世代を超えて参加があればもっと活動が活発になるのではないか。また、北区は大学が多く、独居の高齢者と独り暮らしの学生のつながりができたら面白いと個人的に感じている。横のつながりに加え、縦の世代交流が生まれれば、地域も活性化し、そのつながりは災害時にも活きてくるし、保健事業の底上げにもつながるのではないかと思う。
　　　　　　　
（委員）
大学では、５類移行後、大教室での講義や部活動、学園祭などを再開し、通常運転に戻している。
一方で、換気や消毒などの感染対策が疎かになっている面もあり、夏もコロナ感染があり、部活動で集団感染が発生した事例もあった。
また、コロナ禍において外出を控え、学生同士のコミュニケーションがとりにくい状況であったところ、通常運転に戻ることにより、人間関係の悩みを訴える学生が多くなった。
　　　
（委員）
コロナ禍では人と会う機会がなく、妊産婦も、検診や分娩、入院中も一人で過ごされ、また出産後も、孤独な中で育児をされてきた。
自身が助産師であり、こんにちは赤ちゃん訪問事業やこんにちはプレママ事業に従事している。コロナ禍ではプレママ・パパ教室はオンライン開催となり、参加者が少なかったが、対面で開催できるようになってからは、参加者はどのような変化があったのか気になる。（＊）
コロナの５類移行後は、地域の遊びのひろばも増えた。はぐくみだより（子育て情報誌）への遊びのひろばの掲載件数が増えたことで実感している。コミュニケーションを取れる環境が整い、良かったと思う。
　　（＊）事務局からの回答
　現時点では正確な参加者数は把握できていないが、参加者はコロナ禍の時より増えてきていると感じている。
（委員）
　コロナが５類に移行し、面会の開始など、一部では制限を緩和しているが、病院はまだまだ気を緩められない状況である。
　患者の様子をとっても、コロナ前には戻れない印象である。元々元気であった高齢者が、コロナ禍でひきこもるうち、コロナに罹患し入院されたまま、自宅に戻ることができないという症例も何度も見ており、問題視している。
　北区住民の高齢化というが、病院の現場でも看護師の高齢化が進んでおり、新人の定着が望まれる。
　区役所の施策は、高齢者やひきこもり、子どもを対象としたものが手厚い。対して、高齢者と子どもの間の層、大学生や働き手の年代については支援もなく、各層のつながりが乖離している。施策の支え手の年代を支援し、各層のつながりを創造することも大切ではないだろうか。また、各層のつながりづくりとしては、北区には大学が多いので、活かせたらいいのではないだろうか。　　　
　（委員）
　 所属先の病院では、コロナ禍で２桁に及ぶ回数のクラスターを経験した。看護職が疲弊しきって離職が相次ぎ、業務が回らない状態である。
　嘱託医として北区役所の精神保健福祉相談事業（こころの健康相談）に週１回従事している。コロナ禍にあっても相談に来庁される程、困っておられるのだと考え、真剣に相談に応じている。精神科医として相談に応じる中で、コロナ禍という未曽有の惨事にあって、人の本性が表れ、結果、学生が登校を負担に感じたり、人間関係がぎくしゃくしたりするように感じた。これからも相談事業に携わり、力になっていく。
（委員）
健康づくりサポーターやインターバル速歩マスターとして、健康づくり　　に携わっている。
コロナ禍では、運動を継続してもらうため、体操ひろばやインターバル速歩を屋外で実施し、参加していただいた。

　　　９月１０日、イオンモール北大路で実施された歯のひろばに参加した。従前は実施されていた骨密度の検査が今回は行われていなかった。コロナ禍を経て、完全に今までどおりにできないこともあるだろうが、骨密度の検査は希望者が多いため、是非復活させてほしい。
（委員）
行政について調べたい場合に、ホームページを閲覧するが、問合せ先にメールアドレスがほとんど表記されていない。メールは日中電話ができない人や夜中に質問したい時など時間を問わず相談でき、また電話での相談に抵抗がある方でも気軽に相談できるなど、メリットが多いので、メールでの相談受付を拡充してはどうだろうか。
コロナに感染すると、熱が高く、受診のために出かけられない場合もある。そうした時に、主要な薬局について、薬及び抗体検査キットの在庫状況一覧をリアルタイムで確認できたらありがたい。行政でそういったものを設けられないだろうか。
　
　事務局から
　　いただいた意見について、行政で対応可能なところについては、参考にさせていただく。また、市役所の所管課とも情報共有させていただき、健康づくりをはじめとした、よりよい市政へつなげていく。
４　赤木保健福祉センター長挨拶
　　　
（以上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

